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一台あたり回収率の調査・検討方針案について 

 

令和元年６月 

環 境 省 

経 済 産 業 省 

 
１．検討経緯 

 平成30年度、充填回収業者を対象に、廃棄時回収率低迷の要因分析を目

的とした調査（以下「実態調査」という。）を実施。 

 実態調査結果等から、機器廃棄時の冷媒フロン類未回収分について、機

種・規模ごとに要因を分析したところ、回収作業が実施されなかったこ

とのみに起因する未回収分(要因A)の他、空調の中型（ビル用マルチエア

コン、GHPエアコン、チラー等。大部分がビル用マルチエアコン）で、

回収作業が実施されても回収残となることに起因する未回収分(要因B、

C)による未回収分が多いことが示唆された。 
 また、解体時の１台当たり回収量は、解体以外での１台当たり回収量と

比べて、統計的に優位な差は確認できなかった。 
 

 

「フロン類の廃棄時回収率向上に向けた対策の方向性について」図５ 
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なる個別の要因検証の要否・実施すべき対策等を精査。 
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